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建
設
業
は
、
都
民
の
住
宅
、
商
店
・
工
場
、
事
務
所
な
ど
の
建
築

物
の
建
設
や
学
校
、
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
の
直
接
の
担
い
手

で
あ
り
、
都
民
生
活
や
産
業
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
役
割
（
東
京
の

産
業
２
０
０
８
）
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
東
京
の
建
設
業
は
、
事
業

所
で
４
万
３
１
５
７
カ
所
、
従
業
者
数
で
44
万
７
９
６
３
人
の
規
模

を
擁
し
、
従
業
者
数
で
は
全
産
業
の
５
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
振
興
と
育
成
は
東
京
都
政
に
と
っ
て
重
要
な
仕
事
で
す
。

と
こ
ろ
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
と
、公
営
住
宅
や
保
育
所
、

特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
生
活
密
着
型
公
共
事
業
の
縮
小
、
さ
ら
に
は
昨

年
来
の
金
融
不
況
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
東
京
を
ふ
く
む
関
東
圏

の
建
設
分
野
の
建
設
投
資
額
は
、
１
９
９
２
年
度
を
ピ
ー
ク
（
31
・

４
兆
円
）
に
17
・
２
兆
円
と
５
割
台
に
落
ち
込
ん
で
お
り
（
２
０
０
８

年
度
見
込
み
）、
そ
の
後
の
金
融
不
況
で
さ
ら
な
る
落
ち
込
み
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
都
内
建
設
業
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
を
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

業
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、「
仕
事
の
声
が
ま
っ
た
く
か
か
ら
な
い
」、

「
従
業
員
を
コ
ン
ビ
ニ
に
勤
め
さ
せ
た
り
、
ダ
ン
プ
の
運
転
手
を
さ
せ

て
し
の
い
で
い
る
」
な
ど
の
悲
痛
な
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
公
共

事
業
の
現
場
で
も
「
東
京
都
の
仕
事
は
全
国
の
業
者
の
草
刈
り
場
に

な
っ
て
い
て
、
受
注
で
き
な
い
」「
発
注
価
格
が
低
す
ぎ
、
と
れ
ば
赤

字
に
な
る
」「
元
請
け
が
倒
産
し
て
代
金
が
回
収
で
き
な
い
」
な
ど
の

事
例
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

建
設
労
働
者
の
生
活
も
深
刻
で
す
。
雇
用
保
険
に
入
れ
な
い
ケ
ー

ス
や
国
民
年
金
の
受
給
額
が
４
万
円
台
な
ど
、
仕
事
が
な
く
な
れ
ば

そ
の
日
の
生
活
費
に
も
こ
と
欠
く
「
建
設
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
中
小
建
設
業
の
経
営
を
圧
迫
さ
せ
る
自
公
政
権
と
「
石

原
オ
ー
ル
与
党
」
政
治

建
設
業
界
が
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
背

景
に
は
、
国
が
外
需
頼
み
の
経
済
政
策
を
す
す
め
、
内
需
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
原
都
政
が
大
企
業
を

う
る
お
す
超
高
層
ビ
ル
と
大
型

幹
線
道
路
中
心
の「
都
市
再
生
」

を
都
政
に
持
ち
こ
む
一
方
、
中

小
建
設
業
者
の
大
事
な
仕
事
で

あ
る
生
活
密
着
型
公
共
事
業
を

縮
小
し
て
き
た
こ
と
も
重
大
で

す
。
き
び
し
い
財
政
の
も
と
で

も
毎
年
平
均
、
７
０
０
０
戸
の

都
営
住
宅
や
70
カ
所
近
く
の
保
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育
園
を
増
や
す
な
ど
生
活
密
着
型
事
業
を
積
極

的
に
す
す
め
て
き
た
か
つ
て
の
革
新
都
政
と
は

大
違
い
で
す
。

自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党
も
、
石
原
知
事

の
「
都
市
再
生
」
路
線
を
支
持
し
、
１
㍍
１
億

円
以
上
か
か
る
外
郭
環
状
道
路
に
つ
い
て
も
、

「
ま
さ
に
必
要
な
道
路
」（
自
民
・
公
明
）、「
必

要
不
可
欠
の
道
路
」（
民
主
）
と
い
っ
て
と
も

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
党
は
、
都

営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
新
規
建
設
打
ち
き
り
や

総
戸
数
抑
制
政
策
を
容
認
す
る
な
ど
、
都
民
生

活
の
環
境
改
善
と
中
小
建
設
業
者
の
仕
事
の
確

保
に
役
立
つ
生
活
密
着
型
公
共
事
業
抑
制
に
も

賛
成
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
共
産
党
は
、
建
設
業
の
振
興
と
営
業
支
援
の

た
め
に
、
国
民
の
ふ
と
こ
ろ
を
あ
た
た
め
消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
、

生
活
密
着
型
公
共
事
業
の
拡
充
と
入
札
制
度
の
改
善
、
公
契
約
条
例

の
導
入
、
公
立
学
校
等
の
耐
震
補
強
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
木
造
住
宅
の

耐
震
補
強
の
助
成
な
ど
を
く
り
返
し
都
議
会
で
と
り
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
抑
制
す
る
低
価
格
入
札
制

度
の
改
善
、
都
に
よ
る
公
立
学
校
耐
震
補
強
工
事
へ
の
助
成
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震
工
事
助
成
な
ど
が
実
現
し
て
い
ま

す
。

建
設
業
は
東
京
の
産
業
の
重
要
な
柱

現
在
、
中
小
企
業
対
策
を
所
管
す
る
東
京
都
の
産
業
労
働
局
に
は
、

建
設
業
振
興
の
部
署
が
あ
り
ま
せ
ん
。
都
市
整
備
局
が
建
設
業
法
に

も
と
づ
く
形
ば
か
り
の
指
導
・
監
督
行
政
を
お
こ
な
っ
て
い
る
だ
け

な
の
で
す
。

●
建
設
業
を
東
京
都
の
産
業
政
策
の
柱
の
一
つ
に
す
え
、
建
設
業

を
位
置
づ
け
た
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

●
建
設
産
業
振
興
審
議
会
を
設
置
し
て
、
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
産
業
労
働
局
に
建
設
業
振
興
課
を
新
設
し
、
支
援

に
あ
た
り
ま
す
。

仕
事
の
確
保
の
た
め
の
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

業
者
の
み
な
さ
ん
の
何
よ
り
の
要
望
は
、
仕
事
の
確
保
で
す
。

中
小
建
設
業
の
仕
事
を
創
出
す
る
こ
と
は
、
業
者
の
経
営
を
守
る

こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
創
出
、
さ
ら
に
は
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
東
京
都
と
し
て
、
仕
事
確
保
の

た
め
の
３
ヵ
年
計
画
の
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す
。

  　       　３環状道路（東京部）の事業費
 首都圏中央環状道路
 外郭環状道路
 首都高速中央環状線

　　　６０００億円
　３兆５４２０億円
　２兆１８００億円
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個
人
住
宅
な
ど
民
需
の
拡
大
を
図
る

今
年
３
月
期
の
全
国
の
新
設
住
宅
着
工
は
前
年
同
月
よ
り
２
割

減
、
東
京
で
の
着
工
は
前
年
比
16
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
で
の

落
ち
込
み
が
顕
著
で
す
。（
住
宅
着
工
統
計
）

住
宅
減
税
や
エ
コ
住
宅
の
推
進
な
ど
と
と
も
に
、
都
内
に
残
さ
れ

て
い
る
耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ
る
木
造
戸
建
て
住
宅
約
１
３
０
万

戸
の
耐
震
補
強
を
す
す
め
る
こ
と
は
、
中
小
零
細
建
設
業
者
の
仕
事

確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
民
需
の
拡
大
に
は
、
国
民
の
消
費
の
拡
大
が
不
可
欠
で
す
。
大

企
業
に
よ
る
雇
用
破
壊
や
中
小
企
業
い
じ
め
を
や
め
さ
せ
る
と

と
も
に
、
消
費
税
増
税
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
庶
民
増
税
を
や
め
、

庶
民
減
税
を
す
す
め
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

●
国
に
対
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
継
続
・
拡
充
や
エ
コ
住
宅

助
成
の
拡
充
を
つ
よ
く
求
め
ま
す
。

●
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
の
認
定
基
準
を
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
使
い
や
す
く
柔
軟
な
制
度
運
用
を
は
か
り
ま
す
。
対

象
戸
数
を
今
年
度
計
画
の
10
倍
の
６
０
０
０
戸
に
引
き
上
げ
、

現
在
の
都
の
助
成
額
・
１
戸
あ
た
り
21
万
円
（
区
市
町
村
負
担

21
万
円
）
を
50
万
円
（
限
度
額
）
に
引
き
あ
げ
ま
す
。

●
区
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
向
け
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
な
ど
を
財
政
支
援
し
、
全
都
に
ひ
ろ
げ
る

と
と
も
に
助
成
内
容
を
拡
充
し
ま
す
。

●
エ
コ
対
応
の
た
め
の
助
成
や
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
へ
の
助
成
を

創
設
・
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
補
強
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

助
成
を
併
用
し
、
総
合
的
に

活
用
で
き
る
制
度
を
創
設
し
、

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

●
空
き
店
舗
改
修
や
商
店
街
の

休
息
所
設
置
な
ど
の
事
業
を

お
こ
な
う
商
店
街
支
援
事
業

を
拡
充
し
、
地
元
建
設
業
者

と
の
連
携
を
つ
よ
め
ま
す
。

生
活
密
着
型
公
共
事
業
の
拡
大

石
原
都
政
の
も
と
で
、
東
京
都

の
公
共
事
業
は
、
首
都
高
速
中
央

環
状
品
川
線
な
ど
の
大
企
業
向
け

の
大
型
事
業
が
中
心
に
さ
れ
、
都

営
住
宅
の
新
規
建
設
が
ス
ト
ッ
プ

    ３ヵ年プロジェクトの雇用創出効果（日本共産党試算）
 都営住宅  ３０００戸  ３７５億円  延べ４１.2 万人
 認可保育所  １５０施設  ４８９億円  延べ５９.4 万人
 特養ホーム  １００施設  ２７０億円  延べ５３.8 万人

 歩道整備    １８ｋｍ  １５０億円  延べ１６.5 万人
 路面補修  ５２９ｈａ  ７７１億円  延べ７７.1 万人
　合計	２０５５億円の予算で延べ２４８万人の雇用創出
　注）歩道整備、路面補修は、2009 年度予算規模の 2.5 倍化
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し
た
ほ
か
、
つ
い
最
近
ま
で
認
可
保
育
所

の
整
備
を
お
こ
た
り
、
特
養
ホ
ー
ム
な
ど

の
予
算
を
後
退
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
と
り

わ
け
特
養
ホ
ー
ム
は
運
営
費
都
加
算
補
助

に
く
わ
え
、
今
年
度
か
ら
用
地
費
ま
で
廃

止
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
東
京

都
の
公
共
事
業
の
中
小
企
業
へ
の
発
注
率
は
（
金
額
）、
50
％
前
後

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
活
密
着
型
公
共
事
業
は
、
雇
用
創
出
の
点
で
も
大
切
で
す
。
日

本
共
産
党
の
試
算
で
は
、
年
間
、
都
営
住
宅
１
０
０
０
戸
や
認
可

保
育
所
５
０
カ
所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
33
カ
所
、
歩
道
整
備

６
０
０
０
ｍ
、
公
園
整
備
１
４
３
ha
、
合
計
７
７
５
億
円
の
公
共
事

業
を
お
こ
な
え
ば
の
べ
82
万
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。●

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
看
板
に
し
た
大
型
開
発
を
や
め
、
３
ヵ
年
で

都
営
住
宅
３
０
０
０
戸
、
認
可
保
育
所
１
５
０
施
設
、
特
養
ホ
ー

ム
１
０
０
施
設
な
ど
の
都
民
の
た
め
の
施
設
の
建
設
を
促
進
し
、

延
べ
１
５
５
万
人
の
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

●
都
道
の
路
面
の
補
修
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
や
歩
道
整
備
な
ど
の
予

算
を
大
幅
に
増
や
し
、
３
ヵ
年
で
93
万
人
の
雇
用
を
創
出
し
ま

す
。

●
先
送
り
さ
れ
て
き
た
都
の
施
設
の
補
修
や
、
建
て
替
え
対
象
都

営
住
宅
で
の
小
規
模
修
繕
の
実
施
な
ど
で
仕
事
の
確
保
を
す
す

め
ま
す
。

●
中
小
企
業
へ
の
発
注
比
率
を
70
％
以
上
に
高
め
る
と
と
も
に
、

金
額
が
上
位
の
工
事
で
も
中
小
業
者
同
士
の
Ｊ
Ｖ
や
官
公
需
適

格
組
合
な
ど
の
受
注
を
認
め
る
よ
う
に
改
善
し
ま
す
。
都
発
注

工
事
に
つ
い
て
、
大
企
業
一
括
発
注
で
な
く
。
分
離
分
割
発
注

を
拡
大
し
ま
す
。

●
身
近
な
施
設
や
道
路
の
建
設
・
改
修
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
か

ら
の
意
見
や
提
案
を
生
か
し
て
実
施
す
る
住
民
提
案
公
募
型
公

共
事
業
を
導
入
し
ま
す
。

建
設
業
者
の
経
営
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す

日
本
の
建
設
業
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
頂
点
に
重
層

的
な
下
請
け
構
造
と
な
っ
て
お
り
、仕
事
の
丸
投
げ
や
低
単
価
発
注
、

工
事
代
金
支
払
い
の
先
延
ば
し
な
ど
、
下
請
け
業
者
に
し
わ
寄
せ
が

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
発
注
の
契
約
に
つ
い
て

も
、
低
価
格
入
札
に
よ
る
単
価
割
れ
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
入
札
の
改
善
を
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求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
大
手
建
設
業
者
に
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
、
下
請
け
企
業
へ

の
丸
投
げ
、
不
正
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
介
入
を
排
除
し
、
下
請
け
代

金
未
払
い
な
ど
を
根
絶
す
る
た
め
に
、「
建
設
業
東
京
ル
ー
ル
」

を
制
定
し
ま
す
。

●
東
京
都
の
入
札
制
度
を
、
工
事
価
格
だ
け
で
な
く
、
技
術
水
準

や
防
災
、
地
域
社
会
貢
献
、
公
正
な
労
働
基
準
、
適
正
な
下
請
け

業
者
と
の
取
り
引
き
な
ど
も
含
め
て
判
断
す
る
総
合
評
価
入
札
制

度
に
転
換
し
ま
す
。

●
適
正
な
価
格
に
よ
る
発
注
を
す
す
め
る
た
め
に
、
適
切
な
予
定

価
格
の
設
定
を
実
施
し
ま
す
。
低
価
格
調
査
制
度
を
中
止
す
る
と

と
も
に
、
最
低
制
限
価
格
制
度
を
活
用
し
、
最
低
制
限
価
格
の
引

き
上
げ
を
図
り
ま
す
。

●
価
格
上
昇
に
対
応
す
る
単
品
ス
ラ
イ
ド
制
を
拡
大
し
ま
す
。

●
官
公
需
適
格
組
合
な
ど
都
内
中
小
建
設
業
者
に
よ
る
共
同
受
注

を
支
援
し
ま
す
。

建
設
従
事
者
の
生
活
支
援

建
設
労
働
者
の
場
合
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
比
率
が
高

く
失
業
保
険
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
東
京
都
の
緊
急
雇
用
対

策
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
の
職

人
の
方
に
な
か
に
は
、
１
割
を
超
え

る
無
年
金
者
が
お
り
、
平
均
で
も
約

４
万
７
０
０
０
円
と
い
う
低
年
金
状

態
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
不
況
で
仕
事
が
な
く
な
る
と
た
ち

ま
ち
生
活
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
ま
す
。

●
公
共
工
事
の
建
設
労
働
者
の
賃
金
を
調
査
し
た
「
設
計
労
務
単

価
」（
二
省
協
定
賃
金
）
を
守
ら
せ
ま
す
。
都
と
し
て
、
東
京
に

お
け
る
建
設
労
働
者
の
賃
金
、労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
さ
だ
め
、

そ
の
遵
守
を
業
界
に
働
き
か
け
ま
す
。

●
公
共
事
業
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
労
働
条
件
を
守
ら
せ
る
た

め
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
94
号
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
公
契
約
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

建
設
国
保
で
は
、
治
療
代
・
入
院
費
の
償
還
払
い
や
入
院
費
の
全

額
給
付
の
ほ
か
に
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
収
入
が
断
た
れ
た
場
合

に
傷
病
手
当
金
を
給
付
す
る
な
ど
、
組
合
員
の
健
康
と
生
活
を
守
る

う
え
で
お
お
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

●
建
設
国
保
に
対
す
る
東
京
都
の
補
助
を
拡
充
し
、
個
人
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。
ガ
ン
検
診
を
特
定
健
診
に
く
わ
え
て
お
こ
な
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い
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
建
設
労
働
者
に
た
い
し
、
無
料
で
ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
工
事
現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
予
防
対
策
を

つ
よ
め
ま
す
。

●
仕
事
が
な
く
、
無
収
入
状
態
に
お
か
れ
た
労
働
者
に
対
し
て
、

無
利
子
貸
付
や
生
活
保
障
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
だ
れ
も
が
生
活
で
き
る
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
定
額
年
金

の
実
現
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
ま
た
、
最
低
10
万
円
程
度
の
収

入
が
確
保
で
き
る
よ
う
、都
と
し
て
生
活
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
建
設
労
働
者
の
退
職
後
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
「
建
設
業

退
職
金
共
済
」
の
実
行
を
大
手
元
請
け
業
者
に
徹
底
す
る
と
と
も

に
、現
場
入
場
時
に
確
認
で
き
る
よ
う
磁
気
カ
ー
ド
化
を
す
す
め
、

取
得
も
れ
を
な
く
し
ま
す
。

経
営
の
改
善

建
設
業
の
お
お
く
は
「
１
人
親
方
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
小
零
細

の
請
負
業
者
で
す
。
ま
た
、
進
歩
す
る
建
築
技
術
や
経
営
手
法
な
ど

で
大
手
業
者
と
の
格
差
も
生
ま
れ
て
お
り
、
経
営
改
善
も
急
が
れ
て

い
ま
す
。

●
中
小
建
設
業
へ
の
技
術
支
援
を
目
的
と
し
た
土
木
・
建
設
技
術

研
究
所
を
開
設
し
、
技
術
の
開
発
や
技
術
指
導
、
経
営
相
談
な
ど

を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
若
手
職
人
の
育
成
の
た
め
、
業
者
団
体
や
建
設
労
組
と
連
携
し

て
、
技
術
者
養
成
を
は
か
り
ま
す
。

●
熟
練
職
人
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
つ
く
り
、
技
術
の
継
承
を
す
す

め
ま
す
。

●
東
京
都
と
し
て
、
超
低
利
、
３
年
据
置
、
返
済
10
年
の
融
資
を

創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
区
市
町
村
が
実
施
す
る
無
利
子
、
長
期
の

融
資
制
度
を
支
援
し
ま
す
。

●
元
請
け
建
設
業
者
と
東
京
都
の
共
同
で
、
建
設
業
倒
産
対
策
基

金
を
設
置
し
、
連
鎖
倒
産
に
よ
る
被
害
を
く
い
止
め
ま
す
。

以
上
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